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麦稗贋田用大衰の栽培と品種選択に関する研採
高橋隆平・赤木温郎
1.緒 官
麦稗用大変は子安と稗の双方を得る目的で作られる.そして一般に稗の品質確保のため，若
干の牧量左犠牲にして早刈りを行う.しかし量得の牧量は子実の夫れに匹敵するものであり，
さらに稗の加工によって別の現金牧入を生む.したがって麦稗の生産とその利用加工除，現在
主として額戸内海荷岸ゎ岡山，広島なよび香川主主左の特('C限られた地域のみで行われてはいる
が，相当有利た副業のーっとして，との地方でほととに零細農家の経済にとって見逃せたい重
要性がある.
とのようたわけで，麦稗の増産と品質の改良のための研究比その酔也の人kから強い要望
がるったしかし，その局地性のため，品種の選択も可たり脹られた範囲で行われ，栽常法の
改良も従来の農家の経験芦けによるととろが多い現扶である.
筆者らは岡山県の委託を受けて 1953年から衰得用大麦の適品種の既存品種からの選抜を行
い，また刈取適期の問題につ0"'Cもその質と量の両面から若干研究を行った.たお・追試すベぎ
点も多k あるが，ととに今までに得た結巣をとbまとめて報告する.
との研究t'C当つては，とくに量得生産地に沿いて実験を行うととが望ましく，とのため浅口
郡六条院町.浅口西部地区農業改良普及所主任清水技師ゐよび同所の職員の方k の御援助を煩
わすととろが甚芦多かったととに深甚の謝意を表する.また岡山大学理学部山下教授には，
稗の塑性の問題について種k御教示を得たととを肥し併せて感謝の意を表する.
1.婁稗の生産および加工の欄要とその問題点
真田用麦稗の生産と利用加工につい℃ぽ，関塚(1949)が産地にたける慣行の方法並びに若
干の研究成績を紹介しているので重ねて詳述する必要注文工い.しかし問題がごく特殊であるか
ら，研究内容の理解を助けるためにもそのあらましを肥し，問題点を指摘して沿くととは適当
と思われる.
1.麦得の調製ゐよぴ製品
麦得用大支は普通栽慢の場合より 10...15日早刈される. 穂ぽ千歯で担き落し，稗i会束ねて
約半日の周嫌蒸室で硫青膿蒸して謀白した後，天日で乾燥する. とれを原稗(荒稗〉とよぴJ
真聞やその他に用いる場合，利用する部分すたわち上部の2節聞を別k に切り分けて葉鞘を除
く. とれらのうち真田編み主主どに使われるのは，大体葉鞘に包まれていた白い光沢のある部分
だけである.さらに太さ，長さ，品質別にそれぞれの用に向けられる.
麦得l会主として真聞編みに用いるが，そq他ストロー，すまきたどにも使用する.真聞の編
同...(J蝿.... 害んぴら tV'"t 
み方ぽ，用途によって異なるが，最も普通浬:稗帽子に用いる三平やその縁とりに用いる四菱
である.また一文字帽子には五菱を用いる〔第1図).その他l'Cもいろいろの編み方が考案され
てたT.特殊のものとして第2図のようた美しい変り編みも行われる.真岡紐は編むとき用い
る稗の数や用い方，編み方，組み合せ，製品の幅，染色加工の有無たどでそれぞれ名称がつけ
られている.
(118) 【農学研究第42巻第3号 118-132買 1954)
第 1図 最も普通の麦稗真田の編み方
よから三平、四菱、五菱
“ ヲゆ
第 2図麦稗真田の変り編み
2.稗の品・質
長さ:稗は長いほどよい.上部2節聞の葉鞘に包まれたととろ7をけが利用される関係から，
とくにとの部分の仲びのよい品種と栽培法が望ましい.稗の伸びは当然倒伏と関連があり，そ
の調和点を求めるととが大切である.
太さ:稗を割って真田に編む場合やストローrc用いるときは太い方がよい.後の場合には普
遁第2節聞だけを用いる.しかし丸のままで編むときは細い方が反ってよい場合が多い.近年
中国から轍入されているのは細い詳のものである. したがってそれぞれの用向で適品種を選
択，育成するととが必要となってくる.
稗の硬さ停は柔軟でねばりがあり，折り曲げたとき折れたり縦lC裂けないのがよい.
光沢稗の地色段やや黄色味を帯びたものがよいといわれるが，白いものでももちろんさし
っかえはない.しかし，表面は美しい光沢のるるととが是非とも必要である.
しみ(汚斑):したがって， 稗l'C褐色の汚斑を生やるととはもっとも嫌われる. J投穫前に降
雨に遇い，また鋳病その他の病容に侵されたいよう特殊か注意が払われる.多くの場合，子実
牧量を犠牲にしても早刈りして牧穫直前の降雨を避ける.しかしながら，との汚斑の出来る原
図的研究はまだ充分に行われていたい.
稗のねぢれ:稗が捻れていると割って使用する場合l乙，稗片が轡曲して，編みにくい.との
捻れは特に賞受上部の節聞に多く見られる.
以上を要するに，利用部分が長く，柔軟で光沢に宮み，しかも汚斑のないのがよいとされ，
とのような品質の良否は熟練場の肉眼や触感によって判定される.稗は美しいものに越したと
とはないが，使用目的によって要求度に差があるととはいろまでもない.
3.ロ積rf;_~ 
麦梓真岡l乙適する稗の長い，質のよい品種はあまり多くない.長年の実際栽培の結果から，
岡山県にお・いては裸麦の矢筈なよびコピγカタギの2品種が選ばれ， ととに稗牧量の多い矢筈
が主として栽帯されている. とれば並性密穂長稗で側列の舎を欠く六条霞である.コピンカタ
ギj出品性裸衰のうちでもとくに長稗の種類であるが，じれば子実目的のためにも岡山県西部た
よび広島県東部，いわゆる備後地方に古くから栽培されているものである.稗牧量は矢筈より
やや劣るが，稗の質がよく，また粒の量と質がともに優れている. との他，シロトウ，紅梅，
オオピシや細い稗を持つ HオラグH という品種が用いられたととがるるが，現在ではあまり作
られていない.
とれらの品種は後述ずるようにどれもかなり麦稗用裸麦として優れた性質左持っている.し
かしお・そらく麦得用大去を栽増する人々の選抜し得た品種の範囲はかなり限られたものと推測
される.なな，近年多肥栽培の傾向が強くなった関係上短稗の大麦が主として選択されてきて
いるから，逆lC長稗種の育成の余地はかなりあるものと推測するととができる. もっとも良質
の長い稗をと持つ品種をと造ると同時:-C，粒の質と量も充分に顧慮すペをととはいろまでもない.
優れた品種の育成ぽ，支障生産の基本条件であるが，一方栽培法によってその特性を充分発
揮させねばならない.長〈軟い稗は倒伏をと招き易い.刈取りの時刻を誤ると，るるいは稗の質
左損い，あるいは粒の牧量を減やる.また肥料の種類と量や施肥期の問題も重要である.
II.品種選抜試肢の結果
表稗用として矢筈やコピγカグギlC優る品種あるいは，交配母本としてすぐれた特性を持つ
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品種を既得品種中から揮す目的で若干の調査を行った とのため当研究所にたいて保存中の多
数の品種中から， 1953年春:c47品種左選び稗長， 先節(第一節間)たよぴ2節(第二節間)の
長さとそれらの葉鞘長とを各品種10個体について測定した また1954年にはとれ色47品種
のうち優れた特性を示した13品種を選ぴ， とれに細い稗を持つ中国の品種や白薩病耐病性の
あるこ条種や外国種などをと加え， 合計27品種を六条院町で比較栽培した 栽培はいで炉れも慣
行法によった測定は各品種20個体を用いた牧積物は慣行の方法で硫黄嬬蒸して貯蔵し，後
に中野技師を煩わして品質の肉眼鐸定を行い，また一部のものについては熟練者によって編製
試験を行ってさらに実用上の品質の評価を行った
両年の測定ゐよぴ品質鑑定の結果を附表1，2ゐよび3に示す. まや第1年目の結巣を附表
1によってみると，供試した裸去の既存品種の大部分は科長やとくに先飾，二節の長さに3ない
で矢筈に劣るが，コピγカグギに優るものは相当ある.小鯖1号，鳴海裸，朝鮮(長興〉の在
来種たよび印度のA司 222がお骨むね矢筈に匹敵する.皮支では8品種中 1，2を除いて， い
やれも矢筈より長い稗を持つ.そして，同様のととは第2年目の結果にゐいても認められた.
なお屯れらの品種について品質鑑定を行った結果によると，1、鯖1号，鳴海裸，五畝四石2号
(以上裸麦)，早木曾2号，八石，備前早生36号，会樟2号，会主孝6号，浦口1，また特韓の
ものとして Svanhals(以上皮麦〉の諸品種政支稗用の実用品種となり得る可能性があるとと
を示した ととに楳麦小鯖1号の稗は矢筈よりやや短いが，品質にゐいてとれに優るものでる
るととが注目された A-222ぽ長さにたいて甚だすぐれているが，稗の品質が悪い. とれば
交雑親として用うるととが考えられる.
衣に先節制び2節の葉鞘の長い麦稗用品種あるいは系議援を行う場合，その蹴を簡易
化ずる目的で，上に得た両年の成績をと利用し，ヨ量得長，先節ゐよび2節の長さとそれらの葉鞘
の長さとの相関を調ペたその結果を第1表に示す.
第 1表 先節および二節の業鞘長と全存長，両節間長相互間の相関係数
Z翼 目 | 第一業館長 第二業開長 第一節間長
a* + .765 +.748 +.638 +.579 +.692 
会 手早 長 l b‘ + .730 +.736 +.671 +.705 +.753 
卒均 + .753 +.744 +.651 +.626 +.715 
I + .572 I + .5'67 I + .631 
~ニ筒間長 I b I +.531 I +.522 I +.727 
平均 I +.557 I +.&51 I +.669 
a I +・806 I +.767 
第一節問長 b + .577 +.599 
卒均 +.739 +.715 
a +.923 
+:890 
輔aは1953年， bは1954年の結果を示す.
第二葉F育長 b 相関係数はすべて1%水準で有意.
卒均 I . .912 
- 33ー (121) 
第1委主によると，先簡の葉鞘長と2節の葉鞘長の間(C陰極めて商い相闘があり，大体一方が
長けれぽ他方も長いと認めてよい. またa とれら両者はともに金稗長と +0.75程度の相関が
認められるので，予備的君主選抜ば稗長によって行っても大した失敗はないものといえよう.た
た稗の取引には先節と 2節が用いられるカ℃との郁分の長さも金稗長や葉鞘長とかなりの相関
カ電通うる.
IV.牧種遁期試齢
子実を目的とする麦栽培では粒が完熟して，最もよ〈充実したとき牧種すればよい.しかし
麦砕を利用する場合の牧穫羽の決定はやや復雑である.すたわち，梓の牧量と品質を確保する
ためにぽできるだけ早く刈る方がよいとされている.しかし，一方では子安の牧量をも顧慮す
る関係上，牧種をできる芦け遅くするととが望まれる.したがって，牧穫適期を決定するため
(Cぽ，稗の牧量，稗の品質なよぴ粒の充実の3要素がどのように変化するかをしらベ，とれら
三者の調和点を求めなければ・ならなh
とのような関係注調べるため.1953年には当研究所て噌通栽培を行ったコピシカバについ
て，開花後26日から42日までの聞における粒重，粒長，粒の幅，きよび厚さの変化の扶況を予
備的に調ペた.そして1954年には六条院町で普通栽培した矢筈について，開花後21日から 42
日までの22日間(Cなける，粒重，粒長，粒の巾と厚さの変化や先聞と 2節の重量ゐよびそれら
の稗の品質の推移扶況を調査した. その閣場は水阿跡の畑地で， その中央部の長さ 90尺の2
畦， 2条播したものを用い. 1区を1条2尺寸志っとし，任意の4個所から毎日試料を取った.
刈取期が異るので，各区聞は1尺でやっ残して他区の刈取の影響を除いた刈取ったものはすぐ
に穂1eけを摘みとり乾帰して， 穂数と穂重を測定した. なな100D粒重は各区毎の試料・につい
て，また粒の長さ，巾沿よび厚さはそのうちの一区劃内の各試験区の代表的な穂を選び，各穂
の中央列中央部のもの各3粒守つ合計50粒('Cついてそれぞれ測定した. 梓は刈取後所定の槙
蒸，乾操を行川さらに乾埠器で乾かして重量を測定し.かっ，それらの試料について品質鑑
定を行った.
まや1953年にコピンカグギについて調ペた結巣!乞よると，粒の置さ，長さ，幅沿よび厚さ
は開花後26日から 35Sまでの聞で除日数の経過と共にほぼ直線的に噌加し，それ以後はほと
んど変化しないととが分った.いま開花後26日から35日までの聞にたける粒重その他の形質
の場加の昧況を日数への回帰係数と，完熟粒を100とした場合のそれらの毎日の増加率とを計
算すると第2表の如くであった
第 2表 開花後 26日から節目までの閣におけるコピシカタギの
粒の成長の状況(1953竿，倉敷〉
Z英 日 回帰係数 完熟粒に対する毎% 日の主曾加割合
100<l粒 怠 +0.7';!l骨骨 2.41 
粒の長さ +0.0.22** 0.35 
粒 の 幅 十O.<l31・ 0.86 
粒の厚さ +0.037脅傍 1.41 
制 1%.後5% 水準で有意.
第2表t'Cよ.ると，毎日の増加割合は1000粒重，粒の厚さ， 幅および長さの順に大きく，粒
長の増加がもっとも少なかった.1000粒重の日数への回帰依+0.73であって，毎日の増加率
(122) -34-
は2.4%と計算され，た. ととl'C，との時期lt:沿いては穂数や1穂粒数は増減するとは考えちれ
ないから，牧量の増加はもつばら粒重の増大にかかるものとみ完工してよい.それで，いま普通
の時期に牧穫して反当2石5斗の牧穫があるものと仮定すれば，容量と重量とでは多少異怒る
けれども，との期間中には毎日給よそ反当り 6升ゃっ増加しているものであり， 1日早刈する
ととによってそれだけ蹴肢を招くものと推測される.なな早刈した場合I，'Cは粒はととに厚さと
幅が小さく，やせた細長い粒が得られるととになる.
ヨえに1954年lC矢警について行乞耽刈取期試検にないで，牧量なよび1000粒重に関する分散
分析を行った結果を第3表に示す. との結果によると，牧量なよび1000粒軍の双方とも各試
験区聞には1%7}(準で有意の差のあるととが認められたなな郭聞には牧量の方では5%7K:準
でなな有意差が認められたが， 1000粒重についてはその差がまったく見られなかった.各試験
区聞の差の有意性を認必得る限度 (5%水準)ぽ牧量では坪当り 163.5瓦.1000粒重では2.0
瓦である.
収量 CA)および1000粒童 CB)に関する分散分析表第 3表
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水準ぜそれぞれ有意.
との調査の結果ぽさきの予備実験の場合と同様に，子実牧量や 1000粒重，粒の長さ， 幅3な
よび厚さがいやl.ttも開花後21日から 35日頃まではほぼ直線的に増加し，それ以後政大体増減
のないととを示し把 】骨， 先節と 2簡の稗の総重量ぽ逆lC日数の経過と共に 35日頃まで直
棋的~C減少した.開花後 21 日から 35 日頃までの聞にお・けるとれらの諸形質の日数への回帰係
‘数と完熟時にたけるそれぞれの価に対する毎日の増加割合を計算した.その結果は第4表の如
くである.
**1 % 様5%
開花後21日から 35日に至る聞における矢筈の穀粒の成長，
子実収量および稗収量の増加状況(1954.竿，六条院〉
第 4表
完熟期の債に対ナる
毎日の槍減割合 % 日数への回帰係数日項
3.(:)4 
0.21 
1.93 
1. 77 
3.01 
- 3.32 
9.931輔
0.015持
(:).040様様
0.045縄場
3i.086骨持
- 1.489骨骨
重
吉
幅
さ
ま(坪当lJ)
景 (190本)
粒
長
の
の厚
実収
枚
の
1(:)0 
?????
様5%.桝 19香水準でそれぞれ有意.
まや第4表にないで，坪当りの子実牧量の日数への直練回帰係数を見ると +37.09であり，
1日当り完熟後の牧童に対して 3.01%ゃっ場加ιているととがわかる. とれば反当 1日の士曾
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加量が約llJij;であり， ととに反当牧量は2石7斗7升と計算されるから， .1日反当8升5合
ゃっ増加するととを意味する.
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第 3図 開花後21日から完黙までの大変の1ω0粒重と秤室の准移状認
〈矢筈1954年，六条院〉
との実験にたいては，穂数やー梱粒散が牧礎日によっ℃変るというととは考えられないか
ら，子突の牧量はもつばら粒重の大小に左右されると考えるととができる.第4表lC示した如
し実際にも子実牧量と 1000粒重の毎日の増加割合には殆ど差がない.第3図には1∞0粒重
の開花後21日から35日頃まで直線的に増加するものとして回帰直繰を示したが，実際上測定
値はとの回帰直棋と大体一致しているように見受けられる.しかし粒重の変化は第4図に示し
た単分子自己触媒曲線にさらによく合致するようである. との曲棋は
log "'"主一 =ー0.0987 (t - 20.4648) 29.78 -y 
で示される. とれによると， 開花後20.5日で完熟時の1/包の粒重に達するわけであり，した
がって本実験に治ける刈取開始の頃が最も増加率の高い時期に当る.そしてそれ以後除漸失上
昇の程度が般やかにな!J， 開花後30日頃から目立って低くなるとlとがわかる. 大体， 30-35 
日の聞の平均槍加量は21-35自の聞の増加量の1/10程度でるる.
ヨえに，との材桝について粒の長さ，幅ゐよび厚さの日変化の猷況をしらペ，その結果を第4
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表ゐよび第5図に示Lた.との結果によると，
長さ，幅拡ぴ厚さはい村1も開花後32日頃
までほぼ直綿的('C増加Lているととが認められ
た.Lかし本調査期間内では，粒の厚さの増加
がいちばん著しく，幅はとれにつぎ，長さの増
加はごく僅かであるととが認められた.Harlan 
(1920)が大麦品種Hannchenの生の材料でし
らペたととろによると，粒の長さは開花後7日
ですでに最大に逮L，その後はあまり変化Lな
い. また粒の幅と厚さ.!::は開花後22日頃まで
ほぼ直線的に増大して後t'C一定になるよろであ
る.との場合1000粒重(乾物〉は開花後23日頃
で最大になっている.山本 (1936)もほぼとれ
と同巴よろな報告をしている.なたBrenchley
(1912)の乾物を用いての結果では， 1000粒重
の最大は27-35日で，27日までが上昇が念であ
る.宮林ら (1947)の結果は同様27日で最高を
示している.とれらの結果のあるものは最大吃
達する時期についてとの結果と多少遣いがある
が，それはなそらく材料
あるい除自然たよぴ栽培
理境の遣いによるもので
aうろう.
稗重量(上部の2節聞
の乾物重)は第3図に示
すよろに，粒の充実の場
合とは逆に日教が経つに
したがって32-35日ま
では直棋的に減少し，そ
れ以後はほとんど変化し
ない.とれば粒重増加と
明らかに負の相関のある
ととが認、められ，その相
関係数はー0.95である.
従来から一般に大量はが
麦などに絞ペ稗の成熟に
伴う木質の集積が少主主
く，そのために乾物重は
減少する(関塚ら， 1950) 
といわれているが，実際
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• ~-ー』ーニー
• .・ー・圃・----・
• 
. .・
-..I_-~・ーーー』ー.-・
2.6 
習μ
雪2・2
ち2.0
1.8 
• 』ー」圃ι-1-.，--，-ー 』ー 晶-L.品目... 
30 36 40 
開花後日数
21 26 ・
第5図開:m後21日から発熱までの大変般粒の
長さ、巾、厚さの推移状況
-37-
. 
(125) 
熟期〉の上部2節聞をとT，果糖，ガラタト
ーズ，葡萄糖， #.聖糖， .ラフイノーズの5種の
糖の摘長をペーパークロマトグラフで調ペて
みたととる， 17日のものではとれら5種の糖 稗のld
の存在がどれも認められたが，完熟期のもの
• 
では熊糖の他除消失していた.
• 最後に稗の品質の変化の扶況を第6図{Cつ 、 • 
いてみると，大体開花後30日まではかなb良 • 、
• 
好に保たれているが，それ以後急裁に悪化す 品
る. との曲線ぽ，稗の光沢，硬さ:rJ:;び汚斑 . 
• 
の多少のそれぞれについて各政種目ごとに稗 . 
の順位を定め最良を22，最低を1としてその
。
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合計得点の多いものを品質良好として示じた 開花後日数
ものである.実際には稗の素地政早刈りの場 第6図‘開花後 21日から完警告までの
合は責味を脅ぴて美しいが，光沢にやや欠け 矢筈の稗の品質の変化
るととろがあり，多少脆い傾向がある.開花後30-35日頃になると稗は白味を帯びて光沢を士脅
し，所調ねばりも出てくる.しかし，汚瑳が多少ともあらわれる.35日以後にたると光沢が悪
し硬く，汚直の増加が急:激ほ目立つようになり，表得とし℃不向となる.
以上の諸結果を綜合して失の如く結論するととができる.
1.子実の牧量を確保し，かっ良好な稗を得るためには開花後30日から35日までの聞に牧穫す
るのが適当と考えられる.
2.しかし，稗を目方で取援ラ場合にはより以上に早刈してもよい. 子実の不充実は稗の重量
の高いととによって捕われるからである. もっともとの場合子実の質の低下をも同時に考え
ねばならない.
V. .閏周婁稗の硬さの検定試験
とれまで真田用の稗の硬さの程度は，まったく経験的に熟練者の踊感('1:よって判定されてい
た. どの硬さの遣いを科学的に解析するため，積荷の材糾について弾性率，挫折強度ゐよび碍
組織の差異をしらペ，触感による評価との比肢を試みた. とれらの供用材桝はさきに品種比蚊
試験を行った六条院で栽精したものであって，いす=れも完熟1週間前に抜きとり，風乾Lたも
のである. 附表3tC示した結巣によって硬さの肝点の異なる6品種を遷び，各品種8-10個
体をとり，それらの最長稗の第2節聞の葉鞘t'1:包まれた太さの比較的一様友部分を用いた.ま
た，倉敷で普通栽培した品種矢筈を，開花後17日から39日までの聞にほぼ等間隔に8回， 50 
個体宛抜取り， その中から整ーな20個体を選んで同様に牧積崩の遣いによる梓の性質の違い
をしらベた.
弾性率は VVettstetn(1952)が大去の erectoides変具体の耐倒伏性の検定に用いた方法[C
則り，ヤシグ率 (E)をさたの公式から求めた.
E=.. 1
3 ~ -3πaSev 
但し， Eぽヤシグ率(延長の部性率)， 1ぽ稗の長さ， Wは荷重， aは稗の辛径， μば稗墜の
厚さ，e I会Wの荷重を掛けたとをの自由端の下降量を表わす.稗の長さは15糎から 10糎の範
(126) - 38ー
図にと t，細いものでは短かくした.またその中央部の短径と長径とをミクログータで測b平
均して直径とした.稗壁の厚さは梓の太さを測った部分から，種kの特性を調査した後に横断
切片をとり，頴微鏡下で対眼ミグロメーグーを用いて測った.またとれと併符して稗の厚膜組
織環の厚さ妻子よひ維管東の切線と放射棋の両方向の長さを測定いさらに維管束の散をも調ペ
プヒ.稗は第7図(1:示すように一端を固定して水平に保ち，自由端から1糎のととろに錘をつけ
て，その荷重に対する下降量eを求めた. との場合，錘は2瓦守つ10瓦まで増しそれぞれの
自由端の下降量を読み， 同様ほして 10瓦から2瓦守つ減量し両者の平均をとってその荷重に
対する下降量とした.またとくに細い稗の場合除鍾をと1瓦守つ5瓦までとした.すペて荷重を
増減する場合はその都度零にもどした.なた固定端は，稗の太さに応じて内径によく合った竹
の片を差し込み保強した.挫折強度除同様にして，挫折する直前の錘の瓦数で示した.とれら
は後に比肢のために10纏の長さで1平方粍当bに換算した.
第 7図
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触感量定による硬さの程度の遣う 6品種(1:つ白いτ，ャγグ率 (E)ならびに挫折強度を測定
した結果を示したのが第5表である. まキヤング率について見ると触感鑑定による得点の多か
ったもの即ち軟くて真問用(1:適していると認められたものほどヤYグ率ぽ小さい値を示し，得
点の少なくなるにつれて，との値が大きくなる傾向が認められた. 一方挫折強度はャγグ率に
較ペると触感による評点と若干一致しないも・のがあった
第 5表 大変品慣の第二節聞におけるヤνグ..と地折強度く単位gr/mmり
品 積 .:t ヤシ V i!fI (E) 事E折弧度
鳴 海 平皐 1.30土0.083xW唱 3.94土0.380
小銃 1 号 1.4u土0.147 3.89土0.239
矢 f芽 1.64土0.118 6.21土0.6u5
浦 口 1 1.82土0.145 3.!l1土0.314
八 石 2.02土0.116 4.50土0.164
A-2 2 2 2.08土0.070 5.37土0.334
....‘~.... ，.、...、“'ー・
5%有意差限界 0.28 0.70 
ヲえに稗の組織について，稗の太さ，稗壁の厚さ，厚膜組織環の厚さゐよひ雑管東の放射線方
向の長さとその数をしらペた結果を第6，7表l-C示した. とれらの個々の数値については稗の
- 39ー (127) 
硬さと平行した関係は必やしも見られないが，普通硬いと云われるものぽ大体に3甘いて稗壁が
厚くしかも厚膜組織も厚いといった傾向が見られる. 一般に触感によって硬さを判定する場
合，とれらの個々別々の初§でなく，総合精果として感ぜられるわけであり， Lたがっtャν
グ..によっていゐゆる硬さを判定するととが好ましい方法であろう.
第 8表 大変品種の第二節聞における稗の太きと稗壁の厚き
品 種 名 手事の太吉(宜径) 秤星査の厚さ
mm ，'" 
昭島 海 草 4.49土0.088 379.4土10.69
小 鯖 1 号 o.∞土0.096 409.5土14.13
矢 答 6.16土0.158 458.9土14.14
f爾 口 1・ 3.49土O.097 327.4土 9.09
^ 石 o.14土0.177 394.2土 8.76
Af'-222 5.32土9.110 453.2土 8.29
第 7表 犬変品種の第二節閣における厚膜組織環の厚きと
緯管東の放射線方向の長さおよびその数
品 君霊 名 厚膜組織の厚さ 維管東の長さ 維管東の数
μ μ 
鳴 海 裸 69.7土3.10 131.6土6.77 29 
鋳 1 号 66.7土3.92 156.7土6.00 32 
矢 4事 79.0土岳.25 173.9土7.22 30 
1有 口 1 64.4土2.68 138.4土6.95 21 
^ 石 81.6土4.82 167.2土7.61 2o A-2 2 2 80.9土1.62 179.4土6.<+4 30 
第 8表 矢筈の第二節聞における刈取期別のヤング車の
比較数と挫折強度〈単位litr/mm'り
開花後日数 ヤング$の比骸数(E') 援折頚度
17 0.84土0.977x IO-~ 4.78土0.3o8
出羽 O.80土0.083 4.73土0.357
23 O.74土0.074 4.67土0.318
27 0.78土0.087 4.82土0.361
30 O.84土0.071 6.48土0.32O
33 (:).85土0.120 5.30土0.352
36 0.82土O.O78 5.88土0.368
39 0.88土0.081 6.33土0.45o
......・ー.'‘.ー..、.
6%有意差限界 0.13 0.62 
刈取期の遣いによる稗の硬さは，大体にお・いて遅刈りされたものほど硬い傾向が見られると
とは前に述ペた第8表には刈取期の異る材料についてヤシグ率の比較数 (E')と挫折強度を
測定した.ととに用いたヤング率の比較数 (Eつは，同一品種であり，また梓の太さについ‘亡
(128) - 40-
も牧種期の遣いによる有意な善が認められなかったので，稗壁の厚さ，を一発として求めた値
である. との結果から同一品種では欣穫目が異なってもヤシグ率にはほとんど有意な差が見ら
れすヘまた何ら一定の傾向も見られないととがわかった.他方挫折強度は刈取期が運くなるに
つれて大きくなる傾向が認められた.
以上の結果をまとめると，品種の遣いによる稗の硬さはャγグ率を求めるととによって調べ
るととができ，真岡編用としては軟いもの即ちヤシグ率の値の小さい稗が適していると云え
る.また刈取期の遭いによる稗の硬さの程度は挫折強度をと測って比較するととができ，したが
ってとの結果，良質の愛稗を得るために硬さのJコからも早刈が望まれるととを示している.
摘 要
支得用大麦の増産と品質の改良に棄するために 19日， 54 年の両年に亙って，既存の皮~ゐ
よび裸麦品種からの比較選抜試験ゐよび麦稗用大麦の刈取期試験を行った.その結果波大要共
の如くである.
1.裸麦で除小鯖1号，鳴海楳，五畝四石2号なよぴ皮衰の早木曾2号，八石，備前早生36号，
会樟2号，会津6号，浦口 1，Svanhalsの諸品種が麦稗用の実用品種とたり得る可能性が
見られた.
2. !l箆得用としては第1，第2節聞の葉鞘に包まれた部分が用いられる. とのこつの葉鞘の長
さの聞の相闘は極めて高<.また第1節間長と第2節間長の聞には+0.7程度の相関が認め
られた.1.主T金稗長の長い品種は大体両節間長およびその葉鞘長も長いととが分った.
3.粒軍は開花後21日から35日頃までほぼ車線的に増加し毎日の完熟時の粒軍に対する平均増
加率は3.0%であった.稗重は日数の笹過するにつれて披少し， を立重とー 0.95の相関があ
った(本文第3図).稗品質は開在後初日頃まではそれほどの変化をみたいがそれ以後倉裁
に悪くたるようである. したがって刈取適期は開花後30--35日の聞で， その聞になるペ〈
早く刈るととが望ましい.
4.麦得のヤγグ率の品種間差異ぽ触感による稗の硬さと同じような傾向を示し， ャγグ率の
小さいものが軟く真岡編みに適している.また刈取期の遣いによる稗の硬さの差異は挫折強
度を測って知るととができ，平刈するほど軟く挫折強度ぽ小さh
引用文献
(1) Brenchley， W. E. (1912) : The development of the grain of barley. Ann. Bot. 26 (H:l3) : 
903-928. (2)Harlan， H. V. (1920) : Daily development of kemels of Hannchen barley from 
flow釘 ingto maturity at Aberd聞 l，Id曲o.Jour. Agr. Res. 19 (9) : 393--43(.). (3)宮林達夫
保科金雄 (1947):大変における子実の発育と牧穫期.農及聞.22 (6) : 307-308. く4)関塚露骨量E
(1949) :愛縛翼団の製造と銅製.農及圃.24 (8) : 562-564. (5)一一一一，花房貧土，青木a;
(19M) ;愛類の倒伏性に関ずる研究.第3報.岡山軍事立.. 事試験場臨時報告集47号:9-26. 
(6) Wettstein， D. Von (19b2) : Halmaufbau ¥Uld S凶 1dfestigkeit bei Erectoides Mutanten der 
Gerste. Hぽ吋itas，38 : 345-366. (7)山本健吾 (1936):ニ，三禾破獄種子の発育k未熟粒の要旨
芽力〈実臓指針).農及慣.11 (1) : 152";"156. 
-.41ー (129) 
愛稗用品種比較試験結果く1963年，倉敷〉く単位cm)
先廊+:1箇
企n
od 
会得長地E藍
表 1.
名
野I
種同町民
70 
???????
13.6 
12.1 
11.0 
10.(} 
9.2 
?、
????
? ???
?
? ??
? ??
???? ?
66 
?????
11.5 
11.5 
12.6 
11.8 
13.2 
61 
6u 
69 
68 
67 
66 
60 
63 
却下.2
15.7 
15.2 
13.7 
12.7 
14.1 
16.3 
16.4 
16.6 
16.6 
17.6 
16..2 
15.3 
14.1 
17.3 
18.8 
14.1 
16.1 
17.2 
14.6 
16.6 
17.(} 
12.9 
1.2.(} 
11.2 
10.6 
12.0 
13.8 
W.9 
12.0 
11.9 
1(}.7 
11.8 
12.9. 
11.6 
14.6 
11.7 
11. 7 
11.日
13.1 
12.8 
13.。
13.3 
14.1 
13.4 
????????????
???????
，?
?????
?
?
?
????????
?????????
????
?
?
?
???
?
?
?
???
??
????????
? ?? ?。 。
???
。 。
?????
???
同
? ?
???
8(} 
??????
??》?
???
? ??
88 
。????
? 。 。
?
???
??
。?
? 。 。
16.4 
.20.3 
18.1 
16.4 
16.7 
17.1) 
19.1 
20.1 
66 
61i 
????? ?
19.2 
18.6 
17.8 
?
?????
??
?
。 。 。
???
••••••••••• ? ?????? ???
?????
? ?
?
??
H 
H 
" 
良
郡
庫
和歌山
島根
91 
91 
61 
67 
??? ?
64 
練愛
矢 4専
ヨピ V 力 dlギ
上州白棟
白珍子
早生
梅
和様
首 1 号多
様裸 1苦手
間 8 号
白
神力
紳力
縛小三氏
=ピシカタギ4~
~愛 2 号
白トウ
岡山裸 1~ 
紅梅 10 号
事寄川裸 2 号
改良裸 2 号
大石 49 号
宮崎裸
小錦 1 号 ・
白瀬戸
覇者 穂
坊主裸
白玉 a
伊勢
鳴海
国
米
意
??
" 
" -
W 
兵
??????????
?
?????" 
附
???
?
??
12.4 
14.3 
11.7 
14.9 
12.6 
14.7 
17.(} 
19.9 
16.9 
19.7 
19.3 
21.1 
24.9 
19.7 
22.4 
19.7 
23.4 
24.2 
????
?
????????
???????
?
???
??
??
。??
??
。?
?
??
? 。
?
、
???
???
?
?
? 。
。
???
?
???
。 。
90 
94 
?????
;(f. * 
" 
" ????
??
38.1 
34.6 
38.2 
43.2 
48.9 
~ ，*-2-
102 
87 
97 
93 
97 
114 
鮮
度
11 
" 
" 
" 
朝
" 
印
裸 1
島
倉 立
裸麦(.2)長興
錦按在来
様変 (3)金宅建
五畝四石 2号
A-2.2 2' 
(13G) 
先節十2脳
会押張
。<!.
t.!. 
金縛畏地E量名種品
??
?
。?
? 。
?
?
?
????
?
?
?
?
?
??
???
??
?????
?
?
??。
?????
?
?
?
? ?
?? ?
??
???
?
?
? ?
?
?
???
?
?
?
?
??
???
…
?
???
?????
?
?
?
?
?
?? ?
?
?
??
…
?
??????
??
???
…
?
?
?
? ?
?
? ?
?
????
?
????
…
?
?
??? ?
?
?????
…?
?
?
.• ，
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
……
?
??? ??
…
63 
???
。 。
???
?
??
?
変皮
〈単位， cm) 
弛怖 +~怖
~i事長
F品
愛科用品種比較試験結果 (1964年，六条院〉
業鮪長___.，.._ー吋
先節 2節
節間長
会事事長地ilf 
表 !LF付
名種a U同
??????????
????
63 
16.1 
12.9 
13.0 
11.6 
16.4 
14.4 
14.3 
14.9 
15.6 
14.4 
15.1 
14.3 
??
??
?
???
??
?。
?????
••• •••••••• ? ??????? ????
2節
???•••••••.•••• 。 。 ，
?????
?????
。 ? ? ? ? ? ?
?
????
先節
44.4 
33.O 
34.8 
27.0 
39.4 
38.2 
39.6 
4G.ι 
39.8 
43.7 
47.4 
36.5 
124 
10() 
108 
100 
112 
114 
119 
114 
120 
120 
135 
118 
??????
鮮
度
~h 
印
フラ....;x. 
?
11 
11 
11 
11 
岡
?
???
49 
?????
??
63 
63 
46 
49 
48 
48 
15.0 
13.0 
16.6 
16.7 
16.4 
16.1 
11.2 
14.4 
lfl.l 
14.9 
21.2 
18.8 
24.8 
22.3 
22.7 
22.1 
19.3 
22.3 
24.O 
22.7 
?
?
??????
?
???
??
??
••••••••• 
? ??????????
36.9 
36.7 
47.9 
116 島絹
42.2 
47.8 
38.1 
40.2 
37.6 
37.6 
46.0 
103 
182 
124 
114 
????????
????
???
58 
63 
(131) 
??????
1 
11 
15.6 22.6 27.6 44.6 
- 43ー
扇
?????
119 
135 
国
;>.=ー ヂv
建生海
米
~h 号
筈
=ピシカダギ
大 白
改良坊主愛
小鯖 1 号
伊勢自
由淑戸
米裸第也号
鳴海裸
五畝四石 2号
A-322 
悌 1
六僚皮愛
会事事 2 
会事韓 6 
^ 
号
老妻
石
備前早生36号
早木曾 2 号
フミ!免 ν両官ー
浦口 1
流新橋
Coas t 2 
Vaga 
ニ保皮
北大
表裸大僚
矢
号
1 
麦
1 
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ゴールダV メロ V 長 崎 132 46.3 28.9 23.6 16.4 67 
=ーカサ R ロ V -¥r 127 34.. お.1 24.1 16.8 45 
Weichen.1 ~!Il o 99 3(')，6 21.1 22.8 14.7 52 
Svanhals 月 z ーヂν 135 町}.Q 28.6 24.4 16.0 68 
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卒 均 119 4(.).(.) 23.3 21.6 14.7 63 
附表 3. 品種別愛稗品質鑑定得点表
縛品質得点 編製時の品質得点
品 種 名
色沢 夜き 粘り 柔軟性 光沢 使用宮容の多少
大僚様変
矢 宅専‘ 5 5 2 5 2 4 
ヨピシカダギ併 4 3 3 7 4 2 
大 白 “ 。 4 3 2 E “ 。
改良坊主愛 。“ “ 。
d、 鋳 1 宅手・ 5 5 d 。 6 2 4 
伊 雪惨 自 5 5 1 4 1 M 。
白 瀬 戸 3 4 2 5 。ー 2 
米線第 1号 4 4 2 7 2 2 
昭島 海 裸‘ 4 5 “ 。 8 2 2 
五畝四石 2~善処 5 5 
A-222 1 1 “ 。 1 1 2 
偽 1 号 “ 。 1 
大僚皮愛
会津 。“ 宅手嶋 3 1 
会 津 8 号‘ 3 “ 。
^ 石・ 5 4 2 6 2 2 
備前早主主36宅量得 4 4 2 6 ・2 2 
早水曾 2 号' 4 3 2 3 1 4 
大角 ν 丙曹ー 1 。・4
滞 口 1* 3 3 
流 新橋 1 1 1 2 6 3 2 
Coast 2 2 ・2
Vaga 1 1 
ニ僚皮変
:ft 大 1 -'j- “ 。 3 
ゴールヂνメロン 1 1 2 2 ・2 4 
ヨーカサ 70 1 3 
Weichen.l 1 
Svanhals'僑 3 d 。 2 2 ・2 4 咽ー.司』
様変稗用として可能性のあるもの.
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